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	＜概要＞
	熊本地震に発生に対し、JST-RISTEX 研究開発成果実装支援プログラム（平成22 年度採択）「首都直下地震に対応できる「被災者台帳を用いた生活再建支援システム」』の成果を活用し、熊本県における生活再建支援業務実施において、本システムを社会実装した。熊本県と協働することで、同一県における17の複数被災自治体が本システムを活用し、住家被害認定調査、罹災証明書発行等の業務を通して、被災者台帳を構築した。現在においても、本システムを活用しながら、生活再建支援業務の次のフェーズ「被災者の生活再建支援業務...
	＜詳細＞
	２－１．体制
	実装責任者は、広域災害においてシステムを効果的に実装するため、産官学民からならなる「平成28年生活再建支援連携体」を国立研究開発法人防災科学技術研究所と共同で結成し、社会実装をより効果的するための体制を整えた（図１）。連携体は、学としては、新潟大学、国立研究開発法人防災科学技術研究所、静岡大学、官としては先進的に生活再建支援システムの導入を進めてきた「東京都、京都府、新潟県」、民としてはインターリスク総研等8社、さらに日本法制学会等を加えたチーム編成とした。連携体は、熊本県からの正式要請を受け、社...
	図１．H28熊本地震 生活再建支援連携体
	２－２．導入経緯（図2）
	熊本県においては、生活再建支援業務における災害前の準備状況は、必ずしも十分とはいえなかった。また、災害が広域であったこともあり、業務の立ち上がりの頃は厳しい状況が続いた。2回目の大きなゆれが発生した4月16日には、実装責任者が現地入りし、熊本県に対し、JST-RISTEX 研究開発成果実装支援プログラム（平成22 年度採択）「首都直下地震に対応できる「被災者台帳を用いた生活再建支援システム」の実装』の成果と被災自治体にもたらす効果を説明、また、被災地としては最も大きな人口規模を持つ熊本市にも同様...
	図2．生活再建支援連携体の活動の様子
	図3. システムを活用した熊本県市町村における統一基準に基づく
	生活再建支援業務の実現
	２－３．効果検証
	本システムの導入効果を罹災証明書の発行状況で検証する。平成19年新潟県中越沖地震においては、本システムのプロトタイプ版を活用し、生活再建支援業務が実施された。柏崎市の罹災証明書の発行の進捗と複数自治体が被災をした熊本地震における罹災証明書の発行状況を比較すると、はじめのころは立ち上がりが遅かった熊本県市町村においては、その後は、新潟県中越沖地震時の柏崎市１市と比較しても遜色ないペースで発行が進んでいることがわかる（図4）。
	図4．熊本地震（熊本県）・新潟県中越沖地震（柏崎市）の比較



